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※排水管を道路横断させる場合は本図を標準とする。
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1※ 砂巻き立ての場合の標準断面図

砂巻立て

（参考図）

※　本図は一般的な舗装構成であり、現地掘削の結果、本図以上の舗装構成の場合は別途協議すること。

※　排水管上土被りが２１０ｍｍ未満になる場合は、塩ビ管(VP)を鋼管にし、粒調砕石で調整する。

※　排水管の勾配は、１％以上程度。

1※

※　排水管上土被りが６００ｍｍ以上になる場合は、巻立てコンクリートを砂巻立てにすることができる。


